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2Ea-10　　　ウィンタースポーツウェアの色彩効果について

　　　　　　千葉　桂子（福島大）

　目的　スノーボードは，近年若者を中心に楽しまれ，長野オリンピックにおいても正式

種目に制定されるなど，注目を集めている。スノーボードはスキーと同じ雪上での種目で

ありながら，競技方法によっては回転の高さ，バランス，リズムなど身体の動きに焦点を

あてた審査が行われる。選手の着用するウェアの色彩は，見る者に与える印象に何かしら

影響もおよぼすと思われる。そこで本研究では，スノーボードウェアおよびスキーウェア

の色彩のイメージについて検討することを目的とした。

　方法　調査は質問紙法により, 1997年12月に実施した。調査対象者は大学生で男子14

名，女子16名の計30名であった。調査方法は，スノーボード２種類およびスキー１種類の
ポーズの異なるイラストをパソコンに取り込み，色を黒，白，赤，黄，水色に変化させた

15枚のOHPフィルムをランダムに表示させ，各々のイメージについて13形容詞対を用いて

ＳＤ法による５段階評定を行わせた。評定結果によりイメージプロフィールを求め，さら

に因子分析を行った。

　結果　各色のイメージプロフィールを求めたところ，黒，赤，水色においては，スノー

ボードとスキーとは似た傾向を示したが，黄についてはスキーとスノーボードでは異なる

傾向が，認められた。白においては，特にスノーボードのジャンプがスキーよりも軽く，

目立たず，ぼんやりしたイメージの強いことがわかった。因子分析の結果，黒のみ３種類

すべてにおいて第１因子は評価性，第２因子は力量性の因子が抽出された。他の色につい

ては, 3種類とも異なった因子構造であることが明らかになった。
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2 Ep－ 1 　　　　　　高齢者の服装の実態について

　　　　　　　　一台湾南部の分析‐

　　　　　　　　邱魏　津　（台湾屏科大）

　目的　　台湾は医mm生の進歩及び経済生活の改善に伴い, 1996年行政院の人口統計資

料に65歳以上の人口数は7.85)1に達し高齢化社会の到来になられ，この急速に変化している

高齢化社会の中で，国や地方政府の高齢化社会対策及び民問企業の老人福祉政策も進みつ

つあるが，アパじル産業の方は特に高齢者の服装に対しての関心は又又遠いのようである。

そこで本研究では，台湾南部地域のデパートや市場など衣服売り場の実態を把握し，また

都市と農村の高齢者の中から，日常の着衣実態の様相や着装行動を調査し，分析，考察し

た。

　方法　　市場調査及び質問紙に,よる聞き取り調査とカメラ撮彫観察により実施した ①

調査地域　嘉義，台南。高雄，河東の４地域　②間llii　1997年9月から12月ｷで　③場所

各地域のデパート共loir。市場s箇所，服飾専門店5軒，町村，老人ホーム1　④対象　65歳

以上の女性586名

　結果　　デパートや服飾専門店には大きいサーズコーナはあるが，高齢者川の衣服を販

売する店は少ないのが市場に対する不満の原因である，仕立てや手作りで衣服を求め。あ

るいは屋台の安い服で過ごす■ 都iliの高齢者の力は鮮やかでおしゃれなスーツやワンピー

ス姿で買い物に出かけるが，農村のほうはズボン姿のが多くて，とくに下の方は黒か紺色

など地味なズボンをはく，上下の組み合わせはアンバランスでも構わなく，平気で買い物

に出かけることがわかった。
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